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地域の皆さまへ 〜「放射線たより ✳Radiation News✳」 をお届けします！〜 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前立腺 MRI 検査について 
当院の前立腺 MRI は、前立腺がんの診断精度向

上に重要な PIRADS（Prostate Imaging Reporting 

and Data System）基準を満たした撮像条件を整え

ています。PIRADS は、前立腺がんのリスク評価に

おいて重要な役割を果たす国際的なガイドラインの

ため、要求される撮像条件が厳しく当院では 

3 テスラの MRI に、Deep Learning による最新の 

ノイズ除去処理を組み合わせることによって高画質

の画像を提供しています。 

当院では、最新の技術を導入し、活用するこ

とで信頼性の高い画像を提供すると共に前立腺

がんの早期発見に努めています。もし、該当す

る患者様がいらっしゃいましたら当院の MRI 検

査をご利用下さい。 

（参考）当院の前立腺シーケンス 

●T2WI(Axial, Sagittal, Coronal) 

●T1WI(Axial) 

●DWI(Axial) 

●ADC map(Axial) 

 

地域医療連携受付 

 電話 072–469–7835（平⽇ 9:00 から 18:00 まで ⼟曜⽇9:00 から 12:00 まで） 

 FAX 072–469–7931（画像診断依頼用紙 兼 診療情報提供書をご記入の上 FAX をお願いします） 

ご不明点や診療の予約は地域医療連携室に電話で問い合わせいただくか、もしくは当院 HP をご覧下さい 



 
 

 

 

 

Perfusion CT（CT 灌流画像）は、従来の検査と違い組織の血流状態

を評価する CT 検査です。特に脳卒中や虚血性疾患の診断において重要

な役割を果たします。この技術は、脳内の血流動態を定量的に評価する

ために、造影剤を使用して同一部位を定時的にスキャンし、得られたデ

ータを解析します。 

主に以下の 3 つのパラメータを使用して脳の灌流状態を評価します。 

脳血流量（CBF）: 単位時間あたりに脳組織に供給される血液の量。 

脳血液量（CBV）: 脳組織内に存在する血液の総量。 

平均通過時間（MTT）: 血液が脳組織内を通過する平均時間。 

Perfusion CT は現代医療において非常に有用な技術となっています。

特に急性期脳梗塞の場合、Perfusion CT は発症直後から虚血領域と正

常領域を区別するため、迅速に重症度を評価できます。救急医療の現場

において、その迅速かつ正確な診断能力は患者の予後改善につながる重

要な要素となり、早急な治療方針決定に役立ちます。 

また、Perfusion CT は急性期脳梗塞だけでなく、心筋虚血評価・肝臓

や腫瘍の診断にも応用できます。特に腫瘍においては、良性と悪性の鑑

別や治療効果判定に役立つ情報も得ることができます。 

骨シンチグラフィ検査とは骨に特異的に集まる

性質がある放射性医薬品（以下：RI）を体内に投

与し全身骨を撮影する検査です。前立腺癌や乳

癌、胃癌などは造骨性の骨転移をきたすことが多

いため転移部に RI が多く集まります。（写真） 

骨シンチグラフィ検査の当⽇の流れ 

RI を投与するため静脈注射を行い、RI の投与

を行います。RI 投与後約２～3 時間後に撮影を

行います。撮影時間は約 30 分となっておりま

す。食事などの制限はないのですが検査する直前

に排尿をお願いしています。膀胱の中に尿が溜ま

ったまま撮影を行うと RI が膀胱内に溜まってし

まい骨盤部の領域が観察しにくくなるためです。     

（写真） 正常例      骨転移症例 

骨シンチグラフィについて 

編集後記 

新年明けましておめでとうございます。今年の干

支は巳年で、復活と再生を象徴する年です。私たち

もこの一年を新たなスタートとし、今後も地域の皆

様の健康に貢献できるよう、より一層役立つ情報を

発信してまいります。本年もどうぞよろしくお願

いいたします（田原） 

骨シンチグラフィ検査とは、骨に特異的に集まる性質

がある放射性医薬品（以下：RI）を体内に投与し全身骨

を撮像する検査です(1)。前立腺がんや乳がん、胃がん

などは造骨性の骨転移をきたすことが多いため転移部に

RI が多く集まります(2)。 

＜骨シンチグラフィ検査の当⽇の流れ＞ 

RI を投与するため静脈路を確保し、RI の投与を行い

ます。RI 投与後約２～3 時間後に撮像を行います。撮像

時間は約 30 分となっております。食事などの制限はな

いのですが検査する直前に排尿をお願いしています。膀

胱の中に尿が溜まったまま撮像を行うと RI が膀胱内に

溜まってしまい骨盤部の領域が観察しにくくなるためで

す。 

 

 

（1）正常例    （2）骨転移症例 

Perfusion CT 検査について 

骨シンチグラフィー検査について 
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